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フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
概
説
（
一
）マ

リ
ー
＝
エ
レ
ー
ヌ　

モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン

荻
野　

奈
緒
・
齋
藤　

由
起
／
共
訳

　

＊
本
稿
は
、
マ
リ
ー
＝
エ
レ
ー
ヌ 

モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
（M

arie-H
élène M

onsèrié-Bon

）
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
教
授
が
、
京
都
大
学

で
の
フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
の
入
門
講
義
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
原
稿
の
翻
訳
に
、
同
教
授
の
許
可
を
得
て
、
一
部
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

講
義
は
、
二
〇
一
四
年
五
月
一
九
日
、
六
月
九
日
、
同
月
三
〇
日
、
七
月
一
四
日
の
四
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
講
義
後
に
は
、
講
義
参
加
者
と

の
間
で
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
義
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
と
提
携
関
係
に
あ
る
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
の

外
国
人
招
聘
研
究
員
と
し
て
二
〇
一
五
年
二
月
か
ら
八
月
ま
で
大
阪
大
学
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
教
授
が
、
京
都
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
の
横
山
美
夏
教
授
か
ら
の
依
頼
を
快
諾
し
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

京
都
大
学
へ
の
招
聘
は
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
今
後
の
法
学
教
育
を
支
え
る
実
定
法
研
究
者
養
成

拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た
。
ま
た
、
本
翻
訳
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
横
山
教
授
及
び
同
志
社
大
学
大
学
院
司
法
研

究
科
の
徳
田
和
幸
教
授
に
多
く
の
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
両
教
授
の
格
別
の
ご
配
慮
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
も
っ
と
も
、
翻

訳
に
誤
り
が
あ
る
場
合
、
そ
の
責
任
は
全
て
訳
者
ら
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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第
一
章　

フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
の
概
要

第
一
節　

は
じ
め
に

1　

常
に
存
在
す
る
現
象　
　

経
済
活
動
が
出
現
し
て
以
来
、
経
営
難
の
企
業
は
存
在
し
、
そ
れ
を
扱
う
法
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の

法
は
、
当
初
は
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
極
め
て
技
術
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
法
の
主
た
る
目
的
は
、
企
業
及

び
経
済
活
動
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
法
は
商
事
法
の
一
分
野
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
経
済
状
況
に
大
き
く
影
響
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
の
経
済
は
、
数
年
来
、
困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
の
困
難
は
、
二
〇
〇
八
年

の
世
界
的
経
済
危
機
以
降
、
さ
ら
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
困
難
は
、
企
業
及
び
個
人
に
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
か
つ
、
両
者
の
間
に
は
明
ら
か
に
相
互
作
用
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
一
方
で
、
消
費
の
減
少
は
企
業
活
動
や
企
業
活
動
の
結

果
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
他
方
で
、
企
業
の
消
滅
や
企
業
が
実
施
す
る
雇
用
調
整
計
画
（plan social

）
は
、
雇
用
を
失
わ
せ
、

（
1
）
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過
剰
債
務
状
態
に
陥
り
得
る
個
人
を
不
安
定
に
す
る
の
で
あ
る
。

2　

経
済
的
破
綻　
　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
象
は
、
経
済
的
破
綻
（défaillance économ

ique

）
に
関
す
る
法
を
構
成
し
、
何
十

年
も
前
か
ら
、
立
法
者
の
注
意
を
引
い
て
き
た
。
今
日
で
は
、
大
多
数
の
国
家
が
、
企
業
や
個
人
が
直
面
す
る
経
済
的
困
難
の
回
避
及

び
処
理
の
一
方
又
は
双
方
を
目
的
と
す
る
規
律
を
備
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
特
に
法
技
術
の
最
先
端
を
い
く
よ
う

に
み
え
る
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
と
り
わ
け
Ｅ
Ｕ
の
な
か
で
、
参
照
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

3　

二
元
性　
　

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
然
人
の
経
済
的
困
難
を
扱
う
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
は
二
元
的
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
自
然
人
が
商
業
、
手
工
業
、
農
業
又
は
自
由
業
を
営
ん
で
い
る
と
き
、
そ
の
者
は
、
必
然
的
に
、
商
法
典
第

六
編
（livre

）
の
定
め
る
倒
産
手
続
に
服
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
開
始
さ
れ
る
手
続
は
、
有
限
責
任
個
人
企
業
家
（EIRL

）

の
場
合
を
除
き
、
当
該
事
業
者
の
負
債
全
体
、
つ
ま
り
、
事
業
上
の
消
極
財
産
と
個
人
の
消
極
財
産
の
双
方
を
対
象
と
す
る
。
他
方
で
、

過
剰
債
務
を
負
う
消
費
者
は
、
消
費
法
典
の
定
め
る
手
続
に
服
す
る
。
消
費
法
典
Ｌ
．
三
三
〇
─
一
条
は
、「
自
然
人
の
過
剰
債
務
状

況
は
、
誠
実
な
（de bonne foi

）
債
務
者
が
弁
済
期
の
到
来
し
た
又
は
期
限
の
到
来
す
る
非
事
業
上
の
負
債
の
全
体
を
支
払
う
こ
と

が
明
ら
か
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
性
質
づ
け
ら
れ
る
。
誠
実
な
自
然
人
が
個
人
事
業
主
又
は
会
社
の
負
債
を
保
証
し
又
は
連

帯
し
て
弁
済
す
る
約
務
を
果
た
す
こ
と
が
明
ら
か
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
過
剰
債
務
状
態
を
性
質
づ
け
る
」
と
規
定
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
日
本
法
に
は
み
ら
れ
な
い
〔
事
業
上
の
負
債
と
非
事
業
上
の
負
債
と
い
う
〕
区
別
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
区
別
に
よ
っ
て
、
経
済
的
困
難
の
処
理
は
、
債
務
負
担
の
性
質
及
び
債
務
者
の
状
況
に
よ
り
よ
く
適
合
し
た
も
の
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
区
別
は
、〔
ど
ち
ら
の
ル
ー
ル
に
服
す
る
の
か
と
い
う
〕
範
囲
の
画
定
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
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今
日
に
お
い
て
、
一
定
数
の
債
務
者
は
、
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
債
務
者
を
助
け
る
た
め
の
ル
ー
ル
群
の
い
ず
れ
に
も
服
さ
な

い
。
そ
の
た
め
、
一
定
の
論
者
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
一
定
の
債
務
者
を
そ
の
金
銭
難
の
只
中
に
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、

そ
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。
会
社
の
内
部
で
働
く
自
由
業
者
は
、
そ
の
よ
う
な
債
務
者
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
由
業
者
は
、

独
立
し
て
自
由
業
を
営
ん
で
い
な
い
〔
か
ら
、
企
業
に
該
当
せ
ず
、
商
法
典
の
定
め
る
倒
産
手
続
の
適
用
を
受
け
な
い
〕
が
、
そ
の
消

極
財
産
（
社
会
保
険
料
、
事
業
上
の
分
担
金
等
）
は
し
ば
し
ば
事
業
上
の
消
極
財
産
と
性
質
づ
け
ら
れ
る
〔
か
ら
、
非
事
業
上
の
負
債

を
対
象
と
す
る
消
費
法
典
の
定
め
る
過
剰
債
務
処
理
手
続
の
適
用
も
受
け
な
い
〕。

4　

い
く
つ
か
の
数
字　
　

景
気
の
低
迷
が
続
く
現
在
、
経
済
的
破
綻
の
数
は
多
い
ま
ま
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
三
年
に
開
始

し
た
企
業
に
関
す
る
倒
産
手
続
は
、
最
大
に
見
積
も
っ
て
六
万
二
〇
〇
〇
件
で
あ
り
、
同
年
に
開
始
し
た
個
人
（
消
費
者
）
に
関
す
る

過
剰
債
務
処
理
手
続
は
、
二
二
万
三
〇
〇
〇
件
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
大

半
が
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
利
用
さ
れ
る
手
続
の
う
ち
大
多
数
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
な
の
で

あ
る
。
倒
産
手
続
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
裁
判
上
の
清
算
手
続
で
あ
る
。
裁
判
上
の
清
算
手
続
が
直
ち
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、

救
済
手
続
又
は
更
生
手
続
と
い
っ
た
他
の
手
続
が
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
る
。

5　

道
具
箱　
　

現
在
適
用
可
能
な
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
長
期
間
に
及
ぶ
重
要
な
発
展
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
発
展
に
よ
っ
て
、
当
初
は

主
に
制
裁
を
加
え
る
法
で
あ
っ
た
も
の
が
、
企
業
の
維
持
に
向
け
ら
れ
た
現
代
的
な
法
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
法
の
目
的
は
法

的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
経
済
的
な
も
の
で
あ
り
、
法
は
企
業
を
再
建
す
る
た
め
の
手
段
す
な
わ
ち
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

法
は
、
企
業
に
対
し
て
、
最
も
良
い
条
件
で
そ
の
経
営
難
を
解
決
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
道
具
箱
を
与
え
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て



フランス倒産法概説（一）﻿

（阪大法学）65（4-161）　1123〔2015.11〕

い
る
。

第
二
節　

倒
産
法
か
ら
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
へ

6　

用
語
法　
　

法
学
に
お
い
て
、
用
語
法
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
に
も
あ
て
は
ま
る
。

こ
の
法
は
、
倒
産
法
（droit de la faillite

）
と
い
う
呼
称
か
ら
集
団
的
手
続
に
関
す
る
法
（droit des procédures collectives

）

と
い
う
呼
称
を
経
て
、
今
日
で
は
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
（droit des entreprises en difficulté

）
と
い
う
現
代
的
な
呼
称

と
な
っ
た
。
こ
の
呼
称
は
、
こ
の
問
題
を
扱
う
商
法
典
第
六
編
の
表
題
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
右
の
様
々
な
呼
称
は
、
単
な
る
言

葉
遣
い
の
違
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
法
に
割
り
当
て
ら
れ
た
目
的
が
法
の
発
展
に
伴
っ
て
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

一
　
倒
産
法
─
─
債
務
者
に
対
す
る
制
裁

7　

起
源　
　

倒
産
法
の
起
源
は
古
く
、
少
な
く
と
も
中
世
に
は
、
倒
産
法
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。
中
世
は
大
規
模
な
定
期
市
の
時
代

で
あ
り
、
多
く
の
経
済
的
交
換
が
な
さ
れ
、
経
済
的
破
綻
も
存
在
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
に
は
、
近
代
的
な
商
法
の
萌
芽
が
み

ら
れ
る
の
は
こ
の
時
代
だ
と
さ
れ
る
。
倒
産
の
分
野
で
は
、
主
に
、
フ
ロ
ー
ド
（
欺
く
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語fallere

に
由
来
す

る
）
の
観
念
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
債
務
を
履
行
し
な
い
債
務
者
に
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
発
想
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

倒
産
法
は
、
当
初
、
主
に
債
務
者
の
行
為
態
様
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
緑
の
帽
子
の
着
用
や
〔
ガ
レ
ー
船
で
の
〕
漕
役
刑
と
い

っ
た
不
名
誉
な
制
裁
が
、
債
務
者
に
対
し
て
宣
告
さ
れ
た
。
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8　

債
権
者
の
利
益　
　

倒
産
法
に
関
す
る
こ
の
最
初
の
見
方
は
確
か
に
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
、
債
務
者
の

行
為
態
様
の
考
慮
の
ほ
か
に
、
債
権
者
の
命
運
へ
の
関
心
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
法
文
の
な
か
に
、
債
権
者
の
権
利

の
保
護
や
そ
の
債
権
の
弁
済
と
い
う
新
た
な
関
心
事
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
〇
七
年
の
商
法
典
の
制
定
以
前
の
一
連
の
法
文

が
、
消
極
財
産
の
弁
済
を
保
障
す
る
た
め
に
、
債
務
者
が
そ
の
財
に
つ
い
て
有
す
る
権
限
を
制
限
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な

〔
債
権
者
の
権
利
の
保
護
や
債
権
の
弁
済
に
配
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
〕
意
思
の
表
れ
で
あ
る
。

二
　
集
団
的
手
続
に
関
す
る
法

9　

債
権
者
の
た
め
の
手
続　
　

こ
の
よ
う
な
〔
債
務
者
に
対
す
る
制
裁
と
債
権
者
の
保
護
と
い
う
〕
両
面
性
を
も
つ
最
初
の
時
期
の

後
、
法
は
、
債
務
者
が
経
済
的
に
行
き
詰
っ
た
こ
と
が
フ
ロ
ー
ド
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
債
権
者
の
命
運
に
大
き

な
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
法
に
お
い
て
は
、
早
い
者
勝
ち
（prix de la course

）
が
原
則
で
あ
る
が
、
同
原
則
に
よ
れ

ば
、
企
業
が
そ
の
消
極
財
産
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
債
権
者
は
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
の

信
用
を
維
持
す
る
た
め
に
、
債
権
者
（
優
先
債
権
者
及
び
一
般
債
権
者
）
の
個
別
の
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
、

弁
済
に
関
す
る
集
団
的
手
続
を
設
け
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
経
営
難
の
企
業
の
命
運
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
に

よ
っ
て
、
当
該
企
業
の
信
用
ひ
い
て
は
そ
の
活
動
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
は
、

債
権
者
、
と
り
わ
け
金
融
機
関
を
ど
の
程
度
保
護
す
る
か
に
左
右
さ
れ
る
。
重
要
な
法
文
は
、
一
九
六
七
年
七
月
一
三
日
の
法
律
で
あ

る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
古
い
法
と
の
決
別
が
開
始
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
法
律
は
、
倒
産
の
申
立
て
（dépôt de bi-

lan

）
は
必
ず
し
も
経
営
者
の
能
力
不
足
又
は
悪
意
の
徴
表
で
は
な
い
と
し
て
、
経
営
者
は
必
ず
し
も
制
裁
を
加
え
ら
れ
な
い
と
す
る
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こ
と
で
、
人
の
命
運
と
企
業
の
命
運
を
切
り
離
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
　
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法

10　

現
代
的
な
法　
　

一
九
八
四
年
三
月
一
日
の
法
律
と
一
九
八
五
年
一
月
二
五
日
の
法
律
と
い
う
二
つ
の
法
律
は
、
一
九
六
七
年
の

法
律
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
っ
て
、
経
営
難
の
企
業
の
救
済
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要
な
変
更
が

も
た
ら
さ
れ
た
。

11　

予
防　
　

一
九
八
四
年
の
法
律
は
、
予
防
的
な
手
続
を
促
進
し
、
か
つ
、
そ
の
手
続
進
行
に
ビ
ジ
ネ
ス
法
の
ア
ク
タ
ー
、
と
り
わ

け
商
事
裁
判
所
と
会
社
の
会
計
監
査
役
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
二
つ
の
方
法
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
第
一
に
、
企
業
が
直
面
し
て
い
る
経
営
難
を
、
経
営
者
及
び
出
資
者
に
認
識
さ
せ
、
そ
れ
に
対
応
さ
せ
る
た
め
の
警
告
手
続

（procédure dʼalerte

）。
第
二
に
、
協
議
に
よ
り
、
つ
ま
り
同
意
に
よ
り
、
企
業
が
直
面
す
る
経
営
難
に
対
応
す
る
方
法
で
あ
る
。

後
者
の
方
法
は
、
一
九
八
四
年
の
法
律
が
創
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
法
が
も
た
ら
し
た
主
な
改
革
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、

和
解
的
整
理
（règlem

ent am
iable

）
と
称
さ
れ
、
専
門
家
の
助
力
を
得
た
債
務
者
と
そ
の
債
権
者
と
の
間
の
交
渉
を
通
じ
て
実
現

さ
れ
る
。
両
者
間
の
交
渉
で
は
、
債
務
者
が
、
そ
の
活
動
を
継
続
し
つ
つ
直
面
す
る
経
営
難
を
克
服
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
、

期
限
及
び
債
務
の
減
免
を
含
む
合
意
を
、
債
権
者
と
締
結
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
和
解
的
整
理
手
続
に
は
密
行
性
が
あ
る
と
い
う

利
点
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
の
間
で
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
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12　
〔
債
権
者
や
債
務
者
の
〕
扱
い　
　

一
九
八
五
年
の
法
律
の
中
心
的
な
関
心
事
は
、
企
業
の
救
済
と
雇
用
の
維
持
で
あ
っ
た
。
こ

の
二
つ
の
目
的
に
よ
っ
て
、
集
団
的
手
続
に
関
す
る
法
は
、
広
く
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
法
は
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す

る
法
へ
と
変
化
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
は
現
代
的
な
法
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
た
な
法
文
は
、
経
営
難
の
原
因
を
理
解

し
、
そ
の
問
題
の
規
模
を
評
価
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
経
済
雇
用
現
況
調
査
（bilan économ

ique et social

）
及
び
観

察
期
間
（période dʼobservation

）
を
導
入
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
続
い
て
、〔
債
務
者
の
も
と
で
〕
事
業
を
継
続
す
る
か
（
事
業

継
続
計
画
（plan de continuation

））、
引
受
人
（repreneur

）
に
企
業
を
譲
渡
す
る
か
（
経
営
難
の
企
業
は
売
却
で
き
る
）、
あ

る
い
は
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
に
、
裁
判
上
の
清
算
を
す
る
か
と
い
う
解
決
の
選
択
が
可
能
と
な
る
。
手
続
に
お
け
る
債
権
者
の
位
置

付
け
は
小
さ
く
な
り
、
そ
れ
と
相
関
し
て
、
企
業
を
救
済
す
る
た
め
、
債
権
者
に
大
き
な
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
九
八
五
年
の
法
律
は
、
債
権
者
に
重
い
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
債
権
者
が
置
か
れ

た
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ま
り
優
先
債
権
者
で
あ
ろ
う
と
一
般
債
権
者
で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
で
あ
る
。
債
務
者
に
関
し
て
は
、
一
九

八
五
年
の
法
律
は
、
一
九
六
七
年
の
法
律
に
は
じ
ま
る
人
の
命
運
と
企
業
の
命
運
と
を
切
り
離
そ
う
と
す
る
動
き
を
継
承
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
の
法
律
は
、
債
務
者
が
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
強
力
な
法
的
道
具
を
与
え
（
消
極
財
産
の
凍
結
、
契
約
の
継
続
な

ど
）、
債
務
者
を
必
ず
し
も
手
続
か
ら
排
除
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
集
団
的
手
続
に
関
す
る
法
が
一
般
的
に
債
務
者
に
課
し

て
い
た
一
連
の
制
裁
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
節　

経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
の
現
代
的
展
開

13　

め
ま
ぐ
る
し
い
立
法
活
動　
　

二
〇
〇
〇
年
代
は
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
に
つ
い
て
非
常
に
活
発
な
立
法
活
動
が
行
わ
れ

た
時
期
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
一
〇
年
未
満
の
間
に
約
一
〇
も
の
法
律
・
デ
ク
レ
・
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
含
む
法
（texte

）
が
採
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択
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
は
こ
の
時
期
に
絶
え
間
な
く
発
展
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
基

礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
の
法
律
と
同
法
の
適
用
に
関
す
る
デ
ク
レ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
繰
り
返
し
確
認

さ
れ
て
き
た
事
実
、
す
な
わ
ち
、〔
倒
産
〕
手
続
の
開
始
が
常
に
遅
き
に
失
し
、〔
手
続
開
始
時
に
は
既
に
〕
企
業
の
経
営
難
が
大
き
い

が
ゆ
え
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
に
裁
判
上
の
清
算
手
続
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
対
処
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
よ
り
も
経
済
的
効
率
性
に
優
れ
た
ア
メ
リ
カ
法
は
、
い
わ
ゆ
る
第
一
一
章
手
続
（Chapter eleven

）
を

有
し
て
い
る
が
、
こ
の
手
続
は
、
債
務
者
に
自
ら
そ
の
企
業
の
再
建
（redressem

ent

）
を
行
う
機
会
を
与
え
て
お
り
、
債
務
者
に

と
っ
て
非
常
に
有
利
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
債
務
者
に
よ
る
手
続
利
用
が
促
進
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
一

章
手
続
が
、
二
〇
〇
五
年
の
法
律
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

14　

早
期
対
処　
　

二
〇
〇
五
年
の
法
律
が
企
業
の
経
営
難
の
予
防
と
処
理
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
変
更
し
た
の
は
、
主
に
、
企
業
主
が

経
営
難
に
直
面
す
る
前
に
早
期
に
対
処
す
る
こ
と
を
促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
も
重
要
な
裁
判

上
の
措
置
す
な
わ
ち
救
済
手
続
は
、
企
業
が
支
払
停
止
（cessation des paiem

ents

）
に
陥
る
前
で
も
利
用
可
能
で
あ
り
、
企
業
が

支
払
停
止
に
陥
っ
た
後
も
四
五
日
を
経
過
す
る
前
で
あ
れ
ば
、
密
行
性
を
有
す
る
調
停
と
い
う
和
解
的
手
続
（procédure am

iable 

de conciliation confidentielle

）
の
開
始
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
。
立
法
者
が
現
実
に
即
し
た
解
決
の
実
現
を
推
進

す
〔
べ
く
複
数
の
手
続
を
提
供
し
て
い
〕
る
た
め
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
は
道
具
箱
の
よ
う
に
な
り
、
経
営
者
は
、
そ
の
箱
の

中
か
ら
、
自
ら
の
状
況
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、
企
業
の
再
建
を
可
能
に
す
る
道
具
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
五
年
の
法

律
と
同
じ
目
的
の
た
め
に
な
さ
れ
た
そ
の
後
の
改
正
は
、
企
業
の
需
要
に
ま
す
ま
す
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
新
た
な
手
続
を
創
設

し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
今
日
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
主
は
、
状
況
に
応
じ
て
、
八
種
類
の
異
な
る
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

（
2
）

（
3
）
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き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

15　

優
遇
措
置　
　

近
年
そ
の
頻
度
を
増
し
て
い
る
改
正
に
よ
っ
て
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
の
構
造
は
大
き
く
刷
新
さ
れ
る
に

至
り
、
現
在
で
は
、
野
心
的
な
要
請
に
応
じ
る
現
代
的
な
法
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
の
現
代
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、

早
期
対
処
を
基
礎
に
お
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
経
営
難
に
直
面
し
た
企
業
主
が
で
き
る
限
り
迅
速
に
助
け
を
求
め
て
裁
判
所
に
申
立
て

を
す
る
こ
と
を
促
す
べ
き
だ
と
い
う
発
想
に
よ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
主
が
早
期
に
申
立
て
を
す
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
す

必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
立
法
者
は
、
企
業
主
が
〔
裁
判
上
の
更
正
手
続
や
裁
判
上
の
清
算
手
続
で
は
な
く
〕
調
停
や
救
済
手
続

の
開
始
を
申
し
立
て
た
場
合
に
最
も
優
遇
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
定
め
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
正
を
重
ね
る
た
び
に
、
立
法
者
は
、
和

解
的
手
続
の
密
行
性
を
強
化
し
、
倒
産
処
理
手
続
、
と
り
わ
け
支
払
停
止
前
に
し
か
開
始
さ
れ
得
な
い
救
済
手
続
に
つ
い
て
、
そ
の
負

の
影
響
を
限
定
的
な
も
の
に
止
め
よ
う
と
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
先
を
見
越
し
て
早
期
に
行
動
し
た
債
務
者
は
企
業
の
中
で
自
ら
の
権

限
を
維
持
し
、
担
保
設
定
者
は
債
権
者
の
権
利
行
使
（poursuite

）
か
ら
保
護
さ
れ
、
企
業
譲
渡
の
脅
威
は
退
け
ら
れ
、
企
業
主
は

制
裁
を
受
け
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
メ
リ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
企
業
主
は
、
迅
速
に
、
す
な
わ
ち
経
営
難
の
兆
候
が
少
し
で
も
現
れ
た
場
合

に
は
即
座
に
対
応
す
る
こ
と
を
促
さ
れ
な
い
は
ず
は
な
い
。
こ
れ
に
対
応
せ
ず
、
裁
判
上
の
更
生
手
続
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
経
営
者
の

扱
い
は
〔
和
解
的
手
続
や
救
済
手
続
に
比
し
て
〕
よ
り
悪
く
な
り
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
場
合
に
は
、
そ
の
境
遇
は
さ
ら
に
悪
化
す

る
の
で
あ
る
。

第
四
節　

フ
ラ
ン
ス
の
現
行
制
度
の
概
要

　

各
論
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
鍵
と
な
る
要
素
を
い
く
つ
か
確
認
し
て
お
こ
う
。
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16　

適
用
範
囲　
　

債
務
者
は
、
事
業
活
動
、
す
な
わ
ち
、
商
業
、
手
工
業
、
農
業
若
し
く
は
自
由
業
を
営
ん
で
い
る
自
然
人
又
は
私

法
上
の
法
人
で
あ
る
。

17　

管
轄
裁
判
所　
　

管
轄
裁
判
所
は
、
債
務
者
の
活
動
内
容
が
商
業
又
は
手
工
業
で
あ
る
場
合
に
は
商
事
裁
判
所
、
そ
の
他
の
債
務

者
に
つ
い
て
は
大
審
裁
判
所
で
あ
る
。

18　

手
続
機
関　
　

手
続
を
担
う
の
は
、
司
法
管
財
人
（m

andataire judiciaire

）
又
は
司
法
管
理
人
（adm

inistrateur judici-

aire

）
で
あ
り
、
両
者
は
い
ず
れ
も
専
門
職
で
あ
る
。
司
法
管
理
人
は
、
債
務
者
と
並
ん
で
企
業
の
経
営
に
介
入
す
る
の
に
対
し
、
司

法
管
財
人
は
、
債
権
者
の
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
、
債
権
者
を
代
理
し
、
債
務
者
の
積
極
財
産
を
換
価
す
る
の
で
あ
り
、
裁
判
上
の

清
算
手
続
に
お
い
て
は
、
清
算
人
（liquidateur

）
と
な
る
。
各
手
続
に
お
い
て
、
裁
判
官
（m

agistrat du tribunal

）、
す
な
わ
ち
、

主
任
裁
判
官
（juge-com

m
issaire

）
は
、
手
続
の
進
行
を
監
督
し
、
固
有
の
権
限
を
有
す
る
。
最
も
重
要
な
決
定
は
、
合
議
体
の
裁

判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

19　

和
解
的
手
続　
　

債
務
者
と
債
務
者
に
同
意
す
る
債
権
者
と
の
間
の
交
渉
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
、
合
意
に
よ
る
手
続
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
法
的
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
は
二
種
類
の
和
解
的
手
続
が
あ
る
。
第
一
に
、
特

別
委
任
（m

andat ad hoc

）
が
あ
る
。
特
別
委
任
は
、
商
法
典
Ｌ
．
六
一
一
─
三
条
の
一
箇
条
し
か
規
定
が
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
最
も

簡
単
に
実
施
で
き
る
手
続
で
あ
る
が
、
債
務
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
期
限
の
猶
予
及
び
債
務
の
減
免
を
債
権
者
が
受
け
入
れ
る
場
合
に
お

い
て
、
債
務
者
と
債
権
者
ら
と
の
間
で
交
渉
に
基
づ
く
契
約
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
に
、
調
停
手
続
が
あ
る
。
同

（
4
）
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手
続
は
、
商
法
典
Ｌ
．
六
一
一
─
四
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
申
立
権
者
は
債
務
者
の
み
で
あ
り
、〔
特
別
委
任
に
比
し

て
〕
は
る
か
に
重
要
な
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
。
調
停
手
続
に
お
い
て
も
、
特
別
委
任
の
場
合
と
同
様
、
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
の
交

渉
に
基
づ
い
て
、
債
権
者
が
債
務
者
に
期
限
の
猶
予
や
債
務
の
減
免
を
付
与
す
る
。
調
停
手
続
中
に
企
業
活
動
の
継
続
を
保
障
す
る
た

め
に
新
規
の
融
資
を
し
、
又
は
新
た
な
財
物
も
し
く
は
役
務
を
供
給
し
た
（
商
法
典
Ｌ
．
六
一
一
─
一
一
条
参
照
）
債
権
者
は
、
新
規

融
資
（new

 m
onnaie

）
の
先
取
特
権
を
有
し
、
債
務
者
に
つ
い
て
の
ち
に
救
済
手
続
、
裁
判
上
の
更
生
手
続
又
は
裁
判
上
の
清
算
手

続
が
開
始
し
た
場
合
に
は
、〔
他
の
債
権
者
よ
り
も
〕
優
先
的
な
地
位
に
置
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
債
権
者
に
調
停
手
続
に
積
極
的

に
応
じ
る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
担
保
設
定
者
、
と
り
わ
け
保
証
人
は
保
護
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
保
証
人
は
、
調
停

の
合
意
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
調
停
に
合
意
し
た
債
権
者
の
権
利
行
使
を
阻
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
債
務
者
は

あ
ら
ゆ
る
権
限
を
保
持
し
、
調
停
手
続
の
密
行
性
を
享
受
す
る
。

20　

裁
判
上
の
手
続　
　

裁
判
上
の
手
続
に
は
三
つ
の
主
要
な
手
続
が
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
手
続
は
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
る
。
裁
判
所

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
予
防
的
手
続
の
場
合
に
比
し
て
重
要
で
あ
り
、
重
々
し
く
複
雑
な
手
続
で
あ
る
た
め
、
そ
の
規
律
の
適
用
は
非

常
に
技
術
的
で
特
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

21　

救
済
手
続　
　

救
済
手
続
は
、
債
務
者
し
か
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
救
済
手
続
に
は
通
常
の
救
済
手
続
に
加
え
て
、
二

種
類
の
迅
速
救
済
手
続
が
あ
る
。

　
〔
一
般
的
な
〕
迅
速
救
済
手
続
（sauvegarde accélérée

）
は
、
一
部
の
債
権
者
が
、
調
停
手
続
に
お
け
る
調
停
合
意
の
採
択
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
妨
げ
て
い
る
場
合
に
、
調
停
手
続
に
続
い
て
開
始
さ
れ
る
。〔
他
の
債
権
者
の
同
意
に
よ
っ
て
〕
調
停
合
意
が
成
立
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す
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
、
債
務
者
は
、
合
意
に
反
対
す
る
債
権
者
に
調
停
合
意
を
強
制
す
る
た
め
に
、
迅
速
救
済
手
続
の
開
始
を
申

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
手
続
に
よ
っ
て
、
救
済
計
画
が
債
権
額
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
決
に
よ
り
可
決
さ
れ
れ
ば
、
合
意

に
反
対
す
る
債
権
者
に
救
済
計
画
を
強
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
迅
速
に
、
具
体
的
に
は
一
か
月
以
内
に
採
択
さ
れ

る
こ
の
救
済
計
画
は
、
調
停
の
中
で
交
渉
さ
れ
た
合
意
に
相
当
す
る
。
調
停
は
準
備
段
階
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

融
資
に
関
す
る
迅
速
救
済
手
続
（sauvegarde financière accélérée

）
は
、
消
極
財
産
が
主
と
し
て
金
融
債
務
（
借
入
金
）
で

あ
る
債
務
者
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
レ
バ
レ
ッ
ジ
ド
・
バ
イ
ア
ウ
ト
（Leveraged Buyout

）
の
取
引
の
場
合
で
あ
る
。

そ
の
仕
組
み
は
迅
速
救
済
手
続
と
同
じ
で
あ
り
、
調
停
手
続
と
救
済
手
続
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

22　

裁
判
上
の
更
生
手
続　
　

次
に
、
裁
判
上
の
更
生
手
続
は
、
債
務
者
が
自
ら
そ
の
開
始
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
と
り
わ
け
債
権
者
が
申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
裁
判
上
の
更
生
手
続
は
、
驚
く
ほ
ど
救
済
手
続
に
似
て
い
る
が
、
債
務
者
は
、

経
営
難
を
見
越
し
て
早
期
に
対
処
す
る
企
業
主
の
み
に
認
め
ら
れ
る
救
済
手
続
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

23　

裁
判
上
の
清
算
手
続　
　

最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
は
、
裁
判
上
の
清
算
手
続
が
あ
り
、
こ
れ
は
か
な
り
精
緻
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
伝
統
的
な
裁
判
上
の
清
算
手
続
と
な
ら
ん
で
、
簡
易
化
さ
れ
た
裁
判
上
の
清
算
手
続
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
そ
の
手
続

の
適
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
と
任
意
に
選
択
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
簡
易
化
さ
れ
た
裁
判
上
の
清
算
手
続
の
目
的
は
、
清
算

手
続
の
進
行
を
迅
速
化
し
て
手
続
が
何
年
も
続
く
の
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
清
算
手
続
の
長
期
化
に
よ
り
、
債
務

者
が
新
た
に
活
動
を
始
め
て
新
た
な
企
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
簡
易
化
さ
れ
た
裁
判
上
の
清

算
手
続
を
利
用
で
き
る
の
は
、
不
動
産
資
産
を
有
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
係
属
中
の
訴
訟
を
か
か
え
て
い
な
い
、
小
規
模
企
業
に
限
ら
れ

（
5
）



翻　　　訳

（阪大法学）65（4-170）　1132〔2015.11〕

て
い
る
。
手
続
は
最
長
で
も
一
年
間
で
終
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
諸
手
続
に
加
え
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
の
オ
ル

ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
事
業
者
再
生
手
続
（procédure de rétablissem

ent professionnel

）
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
手
続
費

用
の
額
が
換
価
さ
れ
得
る
積
極
財
産
の
額
を
上
回
る
積
極
財
産
不
足
事
件
（dossiers im

pécunieux

）
に
適
用
さ
れ
る
、
過
剰
債
務

処
理
法
か
ら
着
想
を
得
た
手
続
で
あ
り
、
そ
の
手
続
は
極
限
ま
で
簡
易
化
さ
れ
て
い
る
。

24　

ま
と
め　
　
〔
経
営
難
の
〕
予
防
な
い
し
処
理
の
た
め
の
道
具
箱
の
中
に
は
必
要
な
道
具
が
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
債
務
者
は
、
専
門
的
で
あ
る
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
助
言
者
の
助
力
を
得
な
が
ら
、
自
ら
の

企
業
の
救
済
を
可
能
に
す
る
の
に
適
し
た
道
具
を
適
時
に
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
本
と
は
異
な
り
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
が
民
事
手
続
法
に
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
同
法
は
、
商
事
法

（droit com
m

ercial

）、
よ
り
現
代
的
な
表
現
に
よ
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
法
（droit des affaires

）
に
、
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
の
救
済
手
続
に
関
す
る
法
律
及
び
デ
ク
レ
が
採
択
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
八
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
救
済
法

は
よ
り
良
い
も
の
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
九
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
経
営
難
の
企
業
に
関
す
る
法
を
、
二
〇
一
〇
年
六
月
一
五
日
の
法

律
に
基
づ
く
有
限
責
任
個
人
企
業
家
（EIRL

）
と
い
う
新
た
な
法
的
地
位
に
適
合
さ
せ
た
。
ま
た
、
銀
行
規
制
及
び
金
融
規
制
に
関
す
る
二
〇

一
〇
年
一
〇
月
二
二
日
の
法
律
は
、
融
資
に
関
す
る
迅
速
救
済
手
続
を
商
法
典
Ｌ
．
六
二
八
─
一
条
以
下
に
創
設
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年

三
月
一
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
商
法
典
第
六
編
を
実
質
的
に
修
正
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
最
近
に
な
っ
て
、
商
法
典
第
六
編
は
、
経
済
的
成

長
、
経
済
活
動
及
び
経
済
的
機
会
の
平
等
の
た
め
の
二
〇
一
五
年
八
月
六
日
の
法
律
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
修
正
を
受
け
た
。
も
っ
と
も
、
同
法
律

に
よ
る
修
正
は
極
め
て
軽
微
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

特
別
委
任
（m

andat ad hoc

）、
調
停
（cociliation

）、
救
済
（sauvegarde

）、
迅
速
救
済
（sauvegarde accélérée

）、
融
資
に
関
す

る
迅
速
救
済
（sauvegarde financière accélérée

）、
裁
判
上
の
更
生
（redressem

ent judiciaire

）、
裁
判
上
の
清
算
（liquidation judi-

ciaire

）、
事
業
者
再
生
（rétablissem

ent professionnel

）
の
八
つ
の
手
続
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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日
本
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
独
立
の
専
門
職
（profession autonom
e

）
が
あ
り
、
固
有
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

特
別
の
規
制
を
受
け
て
い
る
。

【
訳
者
注
】
司
法
管
理
人
（adm

inistrateur judiciaire

）
と
司
法
管
財
人
（m
andataire judiciaire

）
は
、
い
ず
れ
も
司
法
補
助
職
（auxi

liaires de justice

）
で
あ
り
、
両
者
を
併
せ
て
、
司
法
上
の
代
理
人
（m

andataire de justice

）
と
呼
ぶ
。
司
法
管
理
人
は
、
裁
判
所
の
決
定

に
よ
り
、
他
人
の
財
を
管
理
し
、
ま
た
、
他
人
の
財
の
管
理
に
つ
い
て
補
助
又
は
監
督
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
（
商
法
典
Ｌ
．
八
一
一
─
一

条
一
項
）
の
に
対
し
、
司
法
管
財
人
は
、
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
、
債
権
者
を
代
理
し
、
企
業
の
清
算
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
（
商
法
典
Ｌ
．

八
一
二
─
一
条
一
項
）。
本
稿
で
は
、
以
上
の
職
務
内
容
を
考
慮
し
て
、adm

inistrateur judiciaire

に
司
法
管
理
人
、m

andataire judici-
aire

に
司
法
管
財
人
と
い
う
訳
語
を
当
て
た
。

裁
判
上
の
清
算
手
続
が
何
年
も
続
い
て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
か
ら
複
数
回
に
わ
た
っ
て
非
難
さ

れ
て
い
る
。

＊
本
翻
訳
は
、
平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
「
人
的
担
保
の
附
従
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
二
六
三
八
〇
一
一
六
、
研

究
代
表
者
：
齋
藤
由
起
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
4
）

（
5
）




